
救急医療の視点から、
地域医療のこれからを考える。「第二弾」

地域ごとに異なる
さまざまな救急医療のかたち。
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本
誌
34
号
で
は
、
救
急
医
療
を
支
え
る
多
く
の
地
域
の
病
院
が
直
面
し
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、

社
会
医
療
法
人
協
和
会
理
事
長
の
加
納
繁
照
先
生
か
ら
も
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

堺
市
二
次
医
療
圏
の
救
急
医
療
と
馬
場
記
念
病
院
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

今
号
は
、
そ
の
第
二
弾
と
し
て
、

全
国
ど
こ
で
も
一
律
の
制
度
の
も
と
で
医
療
を
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、

「
地
域
の
特
性
を
反
映
し
た
医
療
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
救
急
医
療
の
こ
れ
か
ら
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
離
島
医
療
の
課
題
を
抱
え
る
沖
縄
県
に
飛
び
、

民
間
病
院
で
あ
り
な
が
ら
、
い
ち
早
く
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
に
挑
ん
で
き
た

浦
添
（
う
ら
そ
え
）
総
合
病
院
の
事
例
を
取
材
し
ま
し
た
。

沖
縄
県
浦
添
市
と
大
阪
府
堺
市
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
闘
う
病
院
の
取
り
組
み
を
、

本
誌
を
通
じ
て
一
人
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
、

こ
の
地
域
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
医
療
と
は
何
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

救
急
医
療
の
視
点
か
ら
、

地
域
医
療
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
。
「
第
二
弾
」

地
域
ご
と
に
異
な
る

さ
ま
ざ
ま
な
救
急
医
療
の
か
た
ち
。
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01
救
急
現
場
か
ら
の
緊
急
提
言

“
命
の
地
域
格
差
を
な
く
し
た
い
”

│
│

民
間
病
院
が
中
心
と
な
り
、沖
縄
県
離
島
・
過
疎
地
の
救
急
医
療
を
支
え
る
。

沖
縄
県
の
那
覇
空
港
か
ら
北
へ
車
で
40
分
ほ
ど
走
っ
た
と
こ
ろ
に
、
新
型
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
（
※
）
を
も
つ
社
会
医
療
法
人
仁
愛
会　

浦
添
総
合
病
院
が
あ
る
。

民
間
病
院
で
あ
り
な
が
ら
、
い
ち
早
く
救
急
ヘ
リ
搬
送
シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上
げ
、
数
年
後
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
し
て
の
運
航
を
認
可
さ
れ
た
。

そ
の
先
駆
的
な
試
み
を
探
り
、沖
縄
県
の
救
急
を
支
え
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
活
動
を
追
っ
た
。　

※
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
よ
り
も
小
規
模
で
、既
存
の
セ
ン
タ
ー
を
補
完
す
る
医
療
機
関
。

SP
E

C
IA

L

搬送要請地域別の実搬送人数

［浦添総合病院調べ］

（人）
150

140

130

120

110

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0
公
立
久
米
島
病
院

徳之島　　　20人
沖永良部島　55人
与論島　　　28人

1 1 1 1 1 1 1

135

44
38 35

31
27

17 17 13 12 12 12
7 5 4 3 3

28

11

粟
国
診
療
所

沖
永
良
部
徳
洲
会
病
院

渡
嘉
敷
診
療
所

伊
平
屋
診
療
所

与
論
徳
洲
会
病
院

伊
是
名
診
療
所

徳
之
島
徳
洲
会
病
院

座
間
味
診
療
所

渡
名
喜
診
療
所

阿
嘉
診
療
所

伊
江
村
立
診
療
所

朝
戸
医
院

に
こ
に
こ
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
蔵
医
院

津
堅
診
療
所

宮
上
医
院

龍
美
ク
リ
ニ
ッ
ク

久
高
診
療
所

本
部
医
院

北
部
地
区
医
師
会
病
院

国
頭
消
防
本
部

う
る
ま
市
消
防
本
部
　

島
尻
消
防
本
部

浦
添
市
消
防
本
部

豊
見
城
市
消
防
本
部

平成20年12月～平成22年7月31日現在：合計460人

浦添市

伊平屋島　31人
伊是名島　17人
伊江島　　12人

久米島　　135人
粟国島　　42人
座間味島　13人

国頭村　28人

その他　19人

渡名喜島　12人
阿嘉島　　13人
渡嘉敷島　35人
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沖
縄
県
の
離
島
医
療
と
い
う
と
、「
Dr.

コ
ト
ー
診
療
所
」
と
い
う
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
広
大
な

海
域
に
大
小
１
６
０
も
の
島
々
が
点
在
す

る
沖
縄
県
。
本
島
以
外
の
有
人
離
島
は

39
島
あ
り
、
約
13
万
人
の
島
民
が
生
活

し
て
い
る
。

　

有
人
離
島
の
多
く
に
は
、
医
師
と
看

護
師
が
常
駐
し
、
日
々
の
診
療
を
行
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
大
き
な
病
気

や
ケ
ガ
を
す
れ
ば
、
本
島
で
治
療
を
受

け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
と
き
搬
送

手
段
を
ど
う
す
る
か
。
本
来
な
ら
助
か

る
命
も
、
搬
送
に
時
間
が
か
か
れ
ば
、
失

わ
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
離
島
だ
け
で

な
く
、
本
島
北
部
に
は
密
林
地
帯
が
広

離
島
の
多
い
沖
縄
県
に
お
け
る

救
急
医
療
の
課
題
と
は
。が

っ
て
お
り
、
都
市
部
と
過
疎
地
の
医
療

格
差
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
救
急
問
題
に
真
っ
向
か
ら
挑
ん
だ

の
が
、
沖
縄
県
浦
添
市
に
あ
る
民
間
病

院
で
あ
る
。

　

読
谷
村
（
よ
み
た
ん
そ
ん
）
の
リ
ゾ
ー

ト
施
設
近
く
に
あ
る
ヘ
リ
発
進
基
地
。
こ

こ
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
飛
び
立
つ
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
を
運
航
し
て
い
る
の
が
、
浦
添

総
合
病
院
で
あ
る
。
基
本
的
な
運
航
範

囲
は
、
半
径
１
０
０
k
m
、
片
道
30
分

圏
内
。
久
米
島
（
く
め
じ
ま
）、
粟
国

島
（
あ
ぐ
に
じ
ま
）、
渡
嘉
敷
島
（
と
か

し
き
じ
ま
）、
伊
平
屋
島
（
いへ
や
じ
ま
）

な
ど
の
離
島
は
も
ち
ろ
ん
、
要
請
が
あ
れ

ば
、
鹿
児
島
県
の
与
論
島
（
よ
ろ
ん
と

う
）、
沖
永
良
部
島
（
お
き
の
え
ら
ぶ
じ

ま
）、
徳
之
島
（
と
く
の
し
ま
）
な
ど
に

も
出
動
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
離
島
だ
け

で
は
な
く
、
本
島
北
部
の
へ
き
地
に
も
駆

け
つ
け
る
。

　
ヘ
リ
の
出
動
を
要
請
す
る
の
は
、
離
島

民
間
病
院
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
、

沖
縄
の
空
を
毎
日
の
よ
う
に
飛
ぶ
。

診
療
所
や
消
防
署
・
消
防
本
部
。
平
成

21
年
度
の
搬
送
患
者
数
は
２
８
０
名
。

毎
月
平
均
23
人
の
患
者
さ
ま
を
搬
送
し

て
い
る
計
算
だ
。
疾
患
別
搬
送
実
績
を

見
る
と
、
外
傷
が
も
っ
と
も
多
く
、
次
い

沖縄県ドクターヘリ搬送実績詳細

総要請件数
実搬送
キャンセル
未出動
不搬送
＜実搬送460人の内訳＞
離島診療所からの要請で当院への搬送
離島診療所からの要請で他院への搬送
消防からの要請で当院への搬送
消防からの要請で他院への搬送

507件
457件（460人）
12件
34件
1件

241人
177人
9人
33人

平成20年12月～平成22年7月31日現在

※キャンセル：ヘリが出動するも患者をヘリで搬送せずに帰投したもの
　（例：患者が軽症だった、誤報だった、等）
※未出動：出動要請があったがヘリが出動できなかったもの
　（例：天候不良、要請重複、日没、機体不備、等）
※不搬送：出動し患者と接触したが、不搬送となったもの
　（例：死亡確認となった、等）

疾患別搬送実績
平成20年12月～平成22年７月31日現在：合計460人

［浦添総合病院調べ］

外傷
129人

その他
34人

消化器疾患
70人

循環器疾患
69人

脳血管疾患
45人

呼吸器疾患
44人

感染症障害
23人

周産期・母子関係
17人

意識障害　15人

腎臓・泌尿器疾患　8人
代謝性疾患　6人

昭
和
56
年
４
月
開
院
。
病
床
数
３
０
２
床
。
内
科
、
循
環
器
科
、
心
臓

血
管
外
科
、
呼
吸
器
科
な
ど
幅
広
い
領
域
で
診
療
に
あ
た
る
。
平
成
13
年
、

地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
承
認
。
平
成
17
年
４
月
、
沖
縄
県
で
三
つ
目

の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
（
新
型
・
10
床
）
の
指
定
を
受
け
、
E
R
型
の
救

急
医
療
体
制
を
整
え
、
沖
縄
県
中
南
部
地
区
の
一
次
救
急
か
ら
三
次
救
急

ま
で
を
担
っ
て
い
る
。
平
成
21
年
、
社
会
医
療
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
る
。

※
E
R
は
、
本
来
は
救
急
室
（E

m
ergency R

oom

）
の
略
語
だ
が
、
一
般
的
に
は

北
米
型
の
E
R
シ
ス
テ
ム
（
あ
ら
ゆ
る
救
急
患
者
さ
ま
を
受
け
入
れ
、
救
急
専
門
医
が

初
期
診
療
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
医
へ
橋
渡
し
す
る
体
制
）
の
こ
と
を
指
す
。

社
会
医
療
法
人
仁
愛
会

浦
添（
う
ら
そ
え
）総
合
病
院
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ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
第
一
の
目
的
は
、
医

師
と
看
護
師
を
い
ち
早
く
現
場
に
派
遣

し
、
初
期
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
。
そ

し
て
、
現
場
に
駆
け
つ
け
た
医
師
が
的
確

に
判
断
し
、
疾
患
に
応
じ
た
病
院
へ
迅
速

に
搬
送
す
る
こ
と
だ
。

　
「
離
島
で
は
と
に
か
く
、
た
っ
た
一
人
で

頑
張
っ
て
い
る
診
療
所
の
先
生
を
で
き
る

限
り
バッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
初
期
治
療
に
お

け
る
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
を
支
援
し
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
交
通
事

故
な
ど
の
救
急
現
場
で
は
、〈
医
師
の
目

と
手
〉
が
入
っ
て
い
く
こ
と
で
、
迅
速
な

救
命
処
置
が
で
き
、
病
院
に
着
い
て
か
ら

の
治
療
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
す
。
ま
た
、

当
院
で
は
診
ら
れ
な
い
疾
患
の
場
合
、
し

か
る
べ
き
専
門
医
の
い
る
病
院
へ
お
願
い
し

ま
す
。
最
適
な
搬
送
先
を
判
断
す
る
こ

と
こ
そ
、
最
善
の
治
療
で
す
か
ら
」
と
語

る
の
は
、
浦
添
総
合
病
院
・
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
長
の
八
木
正
晴
医
師
で
あ
る
。

　

搬
送
実
績
を
見
る
と
、
約
半
数
近
く

の
患
者
さ
ま
は
他
の
病
院
へ
搬
送
さ
れ
て

い
る
。
民
間
病
院
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
救

初
期
治
療
を
行
い
、
最
適
な
病
院
へ
搬
送
。

　

読
谷
基
地
で
は
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー・

総
合
診
療
部
の
な
か
で
も
、
と
く
に
所

定
の
訓
練
を
受
け
た
フ
ラ
イ
ト
ド
ク
タ
ー

と
フ
ラ
イ
ト
ナ
ー
ス
が
１
組
ず
つペ
ア
と
な

り
、
交
代
で
勤
務
し
て
い
る
。

　

浦
添
総
合
病
院
に
赴
任
し
て
３
年
目

豊
富
な
経
験
と
ス
キ
ル
が
問
わ
れ
る

救
急
の
現
場
。

と
い
う
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
・
総
合
診

療
部
の
那
須
道
高
医
師
は
、
厳
し
い
現

場
体
験
を
語
る
。「
以
前
、
交
通
事
故
の

現
場
へ
駆
け
つ
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

車
の
下
か
ら
救
出
さ
れ
た
患
者
さ
ま
は
、

心
肺
停
止
の
状
態
。
ヘ
リ
と
同
時
に
到

着
し
て
い
た
救
急
車
の
中
で
気
道
を
確
保

し
、
心
肺
蘇
生
を
試
み
、
心
拍
を
再
開

さ
せ
て
か
ら
、
ヘ
リ
で
搬
送
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
島
北
部
で
起
き
た
山
岳
転
落

事
故
の
現
場
も
す
ご
い
経
験
で
し
た
。
ヘ

リ
で
入
れ
な
い
山
奥
だ
っ
た
の
で
、
ヘ
リ
か

ら
軽
ト
ラ
ッ
ク
へ
乗
り
継
ぎ
、
そ
こ
か
ら

先
は
荷
物
を
抱
え
て
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
と
も

い
え
る
険
し
い
山
道
を
歩
き
、
川
に
も
ズ

ボ
ズ
ボ
入
り
、
よ
う
や
く
現
場
へ
。
疲
労

感
が
極
限
に
達
す
る
な
か
、
必
死
に
救

命
処
置
に
あ
た
り
ま
し
た
。
病
院
と
は

違
っ
て
、
想
定
外
の
現
場
に
遭
遇
す
る
の

で
、
相
当
な
緊
張
感
が
あ
り
ま
す
」。

　

フ
ラ
イ
ト
ナ
ー
ス
の
南 

真
理
子
看
護

師
も
、
現
場
へ
行
く
た
び
に
大
変
さ
を
実

感
す
る
と
い
う
。「
と
く
に
遠
方
の
離
島

へ
の
出
動
は
、
看
護
師
の
力
量
が
問
わ
れ

ま
す
。
以
前
、
鹿
児
島
県
南
部
の
徳
之

島
に
出
動
し
ま
し
た
が
、
フ
ラ
イ
ト
時
間

は
片
道
約
１
時
間
強
。
そ
の
間
、
ヘ
リ
の

中
が
い
わ
ば
“
集
中
治
療
室
”
と
な
り
、

限
ら
れ
た
医
療
機
器
を
使
っ
て
重
症
患
者

さ
ま
を
心
身
両
面
で
支
え
て
い
き
ま
す
。

命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
先
頭
に
立
ち
、
地
域

の
病
院
と
し
っ
か
り
連
携
し
な
が
ら
、
沖

縄
県
の
救
急
医
療
を
支
え
て
い
る
。

　

読
谷
基
地
の
所
長
を
務
め
る
矢
埜
勝

義
機
長
（
学
校
法
人
ヒ
ラ
タ
学
園
・
航

空
事
業
本
部
所
属
）
は
言
う
。「
以
前
、

自
衛
隊
の
医
療
搬
送
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
し

て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
手
続
き
に

３
～
４
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、〈
救

命
救
急
〉
と
し
て
考
え
た
と
き
、
タ
イ
ミ

ン
グ
を
失
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ジ
レ

ン
マ
が
あ
り
ま
し
た
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は

要
請
が
入
る
と
、
医
師
と
看
護
師
が
す

ぐ
に
行
っ
て
救
命
活
動
が
で
き
る
と
こ
ろ

が
最
大
の
魅
力
で
す
」。

で
消
化
器
疾
患
、
循
環
器
疾
患
が
続
く
。

　
「
空
飛
ぶ
救
命
救
急
室
（
E
R
）」
と

も
い
わ
れ
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
昭
和
45

年
に
ド
イ
ツ
で
生
ま
れ
た
「
医
師
が
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
で
患
者
の
元
へ
向
か
う
」
シ
ス
テ

ム
。
日
本
で
は
厚
生
労
働
省
と
県
の
補

助
を
基
に
、
平
成
13
年
か
ら
本
格
的
な

運
航
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
現
在
、
19
都

道
府
県
で
23
機
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
運
航

（
平
成
22
年
７
月
現
在
）
さ
れ
て
い
る
が
、

ヘ
リ
の
基
地
病
院
は
公
立
・
公
的
病
院
や

大
学
病
院
が
多
く
、
浦
添
総
合
病
院
の

よ
う
な
民
間
病
院
が
運
航
し
て
い
る
例
は

全
国
で
も
数
少
な
い
。
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年度別・月別搬送患者数の推移（平成17年８月～平成22年７月）

［浦添総合病院調べ］

17年度

18年度

19年度

20年度

21年度

22年度

7月

5

21

42

29

25

8月

2

20

26

38

22

9月

3

16

27

32

24

10月

5

14

19

30

22

11月

9

13

20

25

17

12月

6

17

19

26

27

1月

2

11

27

19

22

2月

6

12

19

18

19

3月

10

11

28

28

25

4月

3

24

35

27

24

5月

13

20

26

23

19

6月

6

22

21

23

21

月平均

5.4

11.8

22.7

28.3

23.3

22.3

合計

43

141

272

340

280

89

U-PITS救急搬送ヘリ時代　　　　沖縄県ドクターヘリ承認後

い
う
思
い
か
ら
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入

を
沖
縄
県
に
強
く
働
き
か
け
た
。
し
か

し
、
そ
れ
に
対
し
て
県
は
、
財
政
難
な
ど

を
理
由
に
し
て
導
入
に
は
消
極
的
。「
自

衛
隊
の
ヘ
リ
が
あ
る
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
や

る
必
要
が
あ
る
の
か
…
」、
と
い
う
認
識

が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
だ
ろ
う
。

　
「
な
ら
ば
、
自
前
で
救
急
ヘ
リ
を
飛
ば

そ
う
」。
浦
添
総
合
病
院
は
決
意
す
る
。

そ
し
て
、
平
成
17
年
４
月
、
新
型
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
に
認
定
さ
れ
た
の
を
契
機

に
、
記
念
試
行
事
業
と
し
て
救
急
ヘ
リ
搬

送
シ
ス
テ
ム
U

−

P
I
T
S
（U

rasoe-
P
atient Im

m
ediate T

ransport 

System

）
を
創
設
。
全
国
初
の
民
間

救
急
ヘ
リ
搬
送
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　

基
地
も
ヘ
リ
ポ
ー
ト
も
整
備
さ
れ
、
沖

縄
の
空
を
飛
ぶ
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
。
し
か
し
、

こ
れ
は
一
朝
一
夕
に
で
き
た
も
の
で
は
な

い
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
導
入
さ
れ
る
以
前
、

沖
縄
県
で
は
、
海
上
保
安
庁
第
十
一
管

区
や
陸
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
沖

縄
本
島
ま
で
急
病
人
や
ケ
ガ
人
を
運
ん
で

い
た
（
現
在
も
長
距
離
・
夜
間
の
救
急

搬
送
は
、
自
衛
隊
と
海
上
保
安
庁
が
対

応
）。
し
か
し
、自
衛
隊
の
医
療
搬
送
は
、

県
知
事
な
ど
か
ら
の
要
請
に
よ
る
災
害

派
遣
の
位
置
づ
け
で
、
手
続
き
に
非
常
に

時
間
が
か
か
る
。

　

そ
こ
で
浦
添
総
合
病
院
は
、「
沖
縄
の

医
療
過
疎
状
態
を
な
ん
と
か
し
た
い
」
と

ス
タ
ー
ト
は
、
全
国
初
の
民
間
救
急
ヘ
リ
搬
送
。

当
然
、
看
護
師
は
私
ひ
と
り
で
す
か
ら
、

自
分
で
考
え
て
動
か
な
い
と
い
け
な
い
。

地
上
で
し
っ
か
り
経
験
を
積
ん
で
い
な
い

と
、
務
ま
ら
な
い
仕
事
で
す
ね
。
フ
ラ
イ

ト
ナ
ー
ス
は
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
ま
す

か
ら
、こ
う
い
う
仕
事
が
あ
る
こ
と
を
も
っ

と
伝
え
、
後
輩
を
し
っ
か
り
育
て
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」。

　

南
看
護
師
の
言
葉
を
裏
付
け
る
よ
う

に
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
を
束

ね
る
平
川
達
二
看
護
師
長
は
言
う
。「
フ

ラ
イ
ト
ナ
ー
ス
を
志
望
す
る
看
護
師
は
た

く
さ
ん
い
ま
す
が
、
処
置
も
観
察
も
で

き
、
重
症
の
管
理
も
で
き
な
い
と
務
ま
り

ま
せ
ん
。
日
本
航
空
医
療
学
会
で
は
、
フ

ラ
イ
ト
ナ
ー
ス
の
選
考
基
準
を
〈
看
護
師

経
験
５
年
以
上
、
救
急
看
護
経
験
３
年

以
上
、
ま
た
は
同
等
の
能
力
が
あ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
〉
と
定
め
て
い
ま
す
。
で

も
、
う
ち
で
は
さ
ら
に
〈
重
症
管
理
の
経

験
を
充
分
に
積
ん
で
い
る
〉
な
ど
の
厳
し

い
基
準
を
定
め
て
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
い

ま
す
」。

　

救
急
医
療
に
精
通
し
た
医
師
と
看
護

　

沖
縄
県
は
米
軍
基
地
が
多
数
あ
り
、

住
民
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
対
す
る
ア
レ
ル

ギ
ー
が
強
く
あ
る
な
か
、
実
際
に
飛
び

始
め
て
み
る
と
需
要
は
多
く
、
離
島
診

療
所
の
医
師
か
ら
届
い
た
感
謝
の
声
も
想

像
以
上
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
支
え
に
U

−

P
I
T
S
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
へ
の
転
換

を
め
ざ
す
こ
と
に
な
る
。

救
急
ヘ
リ
搬
送
の
実
績
が
、

国
と
県
を
動
か
す
。

　

だ
が
転
換
に
は
い
く
つ
も
の
問
題
が
立

ち
塞
が
っ
た
。
な
か
で
も
大
き
な
障
壁
は
、

〈
基
地
病
院
の
敷
地
内
か
ら
の
離
発
着
、

５
分
以
内
の
出
動
〉
を
原
則
と
す
る
導
入

の
条
件
。
厚
生
労
働
省
か
ら
は
「
導
入

の
基
準
か
ら
外
れ
る
」
と
の
返
答
だ
っ
た
。

だ
っ
た
ら
医
師
や
看
護
師
を
発
進
基
地
に

常
駐
さ
せ
、
す
ぐ
に
出
動
で
き
る
体
制
に

師
が
現
地
へ
出
向
き
、
病
気
や
ケ
ガ
で

苦
し
む
患
者
さ
ま
を
適
切
に
手
当
て
し
、

励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
な
が
ら
、
適
切

な
病
院
へ
と
連
れ
て
い
く
。
激
し
い
痛
み

と
不
安
の
中
に
あ
る
患
者
さ
ま
に
と
っ
て
、

こ
れ
ほ
ど
心
強
い
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
思
い
は
、
患
者
さ
ま
を
送
り
出
す
離

島
の
医
師
に
と
っ
て
も
同
じ
に
違
い
な
い
。
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民
間
病
院
で
あ
る
浦
添
総
合
病
院
が
、

そ
こ
ま
で
身
を
削
っ
て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
運

航
す
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。
社
会
医
療

法
人
仁
愛
会
の
宮
城
敏
夫
理
事
長
に
話

を
聞
い
た
。

　
「
私
は
常
々
、
病
院
の
利
益
は
、
１
/

３
は
職
員
の
も
の
、
１
/
３
は
病
院
の
設

備
な
ど
地
域
へ
還
元
し
よ
う
、
あ
と
の
１

/
３
は
内
部
留
保
、
と
考
え
て
き
ま
し

た
。
U

− 

P
I
T
S
の
運
航
に
つ
い
て
も
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
地
域
医
療
を
良

く
す
る
た
め
に
、
絶
対
に
や
ら
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
た
の
で
す
」。

　

沖
縄
の
た
め
に
…
と
い
う
信
念
は
、
宮

強
い
意
志
と
情
熱
を
も
っ
て
、

地
域
医
療
に
取
り
組
む
。城

理
事
長
が
浦
添
総
合
病
院
を
立
ち
上

げ
た
と
き
か
ら
変
わ
ら
な
い
も
の
だ
。「
数

十
年
前
、
私
が
父
の
郷
里
で
あ
る
沖
縄

に
赴
任
し
て
き
た
と
き
、沖
縄
は
全
国
一
、

医
師
も
病
院
も
少
な
い
エ
リ
ア
で
し
た
。

た
だ
、
ア
メ
リ
カ
の
研
修
医
制
度
の
影
響

で
E
R
型
の
救
急
医
療
が
発
達
し
て
お

り
、
そ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
衝
撃
を
受
け

な
が
ら
、
昼
夜
の
区
別
な
く
診
療
に
励

み
ま
し
た
。
で
も
、
こ
の
ま
ま
で
は
体
が

保
た
な
い
。
沖
縄
に
は
急
性
期
病
院
が

も
っ
と
必
要
だ
、
と
考
え
た
と
こ
ろ
、
支

援
者
が
現
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
背
中

を
押
さ
れ
、
昭
和
56
年
に
病
院
を
開
院

浦添総合病院における負担の大きさ

［浦添総合病院調べ］

救急ヘリ搬送システムU-PITS時代（承認前）

※「平成20年度」は平成20年4月～11月まで

平成17年度 平成18年度 平成20年度※平成19年度
総経費
公的補助金

約6000万円
0円 0円 0円

約１億1000万円 約２億5000万円
0円

約1億4700万円

※「平成20年度」は平成20年12月～平成21年3月まで

沖縄県ドクターヘリ（承認後）
平成20年度※ 平成21年度 平成22年度

総経費
公的補助金
病院持ち出し

約7300万円 約２億1600万円 未定
約5500万円 約１億6800万円 約２億円（予定）
約1800万円 約4800万円 未定

売上約69億3200万円

決断

●Ｕ－ＰＩＴＳ時代（平成17年８月～平成20年11月）
　病院の持ち出し　約５億6700万円

●ドクターヘリ承認後（平成20年12月～平成22年３月）
　病院の持ち出し　約6600万円

平成16年度事業規模

沖縄県における救急ヘリ搬送のシェア（平成21年度）

実搬送数
（沖縄県）

実搬送数
（鹿児島県）

実搬送数
（合計）

沖縄県
ドクターヘリ

212（75.7%）

68（24.3%）

280（100％）

割合（%）

63.1

̶

69.3

［浦添総合病院調べ］

す
れ
ば
よ
い
。

　

そ
の
た
め
に
必
要
な
発
進
基
地
を
読

谷
村
に
整
備
し
よ
う
、
病
院
近
く
に
ヘ

リ
ポ
ー
ト
を
確
保
し
よ
う
、
ヘ
リ
の
高
性

能
化
を
図
ろ
う
…
。
い
く
つ
も
の
ハ
ー
ド

ル
を
越
え
つ
つ
搬
送
実
績
を
積
み
上
げ
て

いっ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
努
力
が
実
を
結
び
、
つ
い
に

平
成
20
年
、
浦
添
総
合
病
院
が
事
業
主

体
と
な
り
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
し
て
運
航
す

る
こ
と
が
決
定
し
た
。
民
間
病
院
の
必
死

の
努
力
に
、
国
や
県
が
動
い
た
の
で
あ
る
。

　

全
国
で
初
め
て
、
浦
添
総
合
病
院
が

救
急
ヘ
リ
搬
送
を
自
前
で
ス
タ
ー
ト
し
た

と
き
、
医
療
界
か
ら
大
き
な
反
響
を
呼

ん
だ
。
そ
れ
は
決
し
て
称
賛
の
声
だ
け
で

は
な
い
。「
一
民
間
病
院
が
本
当
に
運
営

で
き
る
の
か
」
と
い
う
危
惧
感
を
抱
き
、

「
あ
ま
り
に
無
謀
で
あ
る
」
と
い
う
病
院

経
営
者
も
い
た
。

　

そ
の
理
由
は
、
救
急
ヘ
リ
搬
送
に
か
か

る
莫
大
な
費
用
に
あ
る
。

　

浦
添
総
合
病
院
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
事
務
局

担
当
救
急
専
任
事
務
の
今
西
正
憲
氏
は

振
り
返
る
。「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
転
換
す

る
前
の
約
３
年
間
で
、
当
院
は
お
よ
そ

５
億
６
７
０
０
万
円
と
い
う
巨
額
の
自
主

財
源
を
拠
出
し
ま
し
た
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

巨
額
の
自
主
財
源
拠
出
に
、

あ
ま
り
に
も
無
謀
と
い
う
声
。

と
な
っ
て
か
ら
も
、
離
島
の
多
い
沖
縄
県

で
は
１
回
の
飛
行
時
間
が
長
く
、
他
府
県

に
比
べ
、
２
倍
以
上
飛
ぶ
こ
と
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
契
約
で
定
め
た
年
間
飛

行
時
間
（
２
５
０
時
間
）
を
越
え
る
分
は

当
院
の
負
担
に
な
る
た
め
、
病
院
か
ら
の

持
ち
出
し
は
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
国
や
県
に
働
き
か
け
て
い
く
一
方
で
、
ヘ

リ
の
機
体
の
広
告
ス
ポ
ン
サ
ー
を
探
す
な

ど
の
自
助
努
力
を
計
画
し
て
い
ま
す
」。
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「
当
院
に
招
聘
し
た
井
上
医
師
が
、
救

急
ヘ
リ
に
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
を
も
っ
て
い
た

の
で
、
す
ぐ
に
『
や
っ
て
く
れ
』
と
お
願

い
し
ま
し
た
。
資
金
は
で
き
る
だ
け
の
こ

と
を
す
る
か
ら
、
我
々
の
力
で
救
急
ヘ
リ

の
日
本
型
モ
デ
ル
を
つ
く
ろ
う
、
と
」。
か

つ
て
、「
沖
縄
に
は
、
重
装
備
の
急
性
期

病
院
が
必
要
」
と
考
え
た
宮
城
理
事
長

の
背
中
を
押
す
人
が
い
た
。
今
度
は
、「
沖

縄
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
必
要
」
と
真
剣
に

考
え
る
医
師
の
背
中
を
押
す
番
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　
「
離
島
や
へ
き
地
で
あ
っ
て
も
、“
最
良

の
医
療
を
受
け
る
こ
と
は
憲
法
で
保
障

さ
れ
た
権
利
”
で
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は

沖
縄
県
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
。

国
や
県
が
動
か
な
い
な
ら
、
民
間
で
や
る

し
か
な
い
。
絶
対
に
や
り
抜
く
と
い
う
情

熱
を
も
っ
て
、
実
際
に
ヘ
リ
を
飛
ば
し
て

や
っ
て
み
せ
な
け
れ
ば
、
制
度
は
変
わ
ら
な
い
。

み
な
け
れ
ば
、
現
実
は
変
わ
ら
な
い
の
で

す
」。
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
幾
多
の
障

壁
と
対
峙
し
て
も
、「
地
域
医
療
支
援
病

院
と
し
て
社
会
的
責
務
を
果
た
す
」
と

い
う
宮
城
理
事
長
の
決
意
は
少
し
も
揺

る
が
な
か
っ
た
の
だ
。

　

誰
か
が
本
気
で
「
医
療
を
良
く
し
、
制

度
を
変
え
よ
う
」
と
考
え
た
と
き
、
眼

前
に
は
い
く
つ
も
の
障
壁
が
待
ち
受
け
る
。

そ
れ
を
乗
り
越
え
る
に
は
、
周
囲
の
人
々

の
有
形
無
形
の
支
援
が
必
要
だ
。
そ
の

活
動
は
、
私
利
私
欲
を
捨
て
、
地
域
の

た
め
に
力
を
合
わ
せ
る
大
き
な
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
と
な
る
。
ま
さ
に
、
個
人
の
思
い
が

公
的
な
活
動
へ
と
昇
華
し
て
い
く
の
で
あ

る
。

　

最
後
に
今
後
の
救
急
医
療
に
対
す
る
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
聞
い
た
。　

　
「
私
た
ち
の
合
い
言
葉
は
、“
命
の
地
域

し
た
の
で
す
」。

　

そ
の
後
、
長
い
年
月
を
か
け
て
、
浦
添

総
合
病
院
は
病
床
数
を
増
や
し
、
診
療

科
を
充
実
さ
せ
て
いっ
た
。
宮
城
理
事
長

は
「
地
域
に
必
要
な
こ
と
な
ら
、
自
ら

リ
ス
ク
を
冒
し
て
で
も
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
思
い
で
、
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
や
老
人
保
健
施
設
を
作

り
、
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
の
承

認
も
得
た
。
さ
ら
に
昨
年
は
、
社
会
医

格
差
を
な
く
し
た
い
”
で
す
。
今
後
は

離
島
搬
送
だ
け
で
な
く
、
救
急
現
場
に

お
い
て
も
も
っ
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
有
効
に

活
用
し
、
救
え
る
命
を
救
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
消
防

や
他
の
病
院
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
め
て

療
法
人
の
認
可
も
受
け
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
積
極
果
敢
な
取
り
組
み
を

続
け
る
な
か
で
、
勤
務
医
時
代
に
自
衛

隊
の
急
患
搬
送
ヘ
リ
に
同
乗
し
た
経
験
も

あ
る
宮
城
理
事
長
は
、
離
島
医
療
を
な

ん
と
か
し
た
い
と
ず
っ
と
考
え
て
い
た
と
い

う
。
そ
こ
へ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
医
療
活
用

に
つ
い
て
知
識
が
豊
富
な
井
上
徹
英
医
師

（
現
・
福
岡
県
済
生
会
八
幡
総
合
病
院
・

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
長
）
が
現
れ
る
。

い
か
な
く
て
は
…
」。
宮
城
理
事
長
は「
沖

縄
全
体
の
医
療
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
と

い
う
大
き
な
青
写
真
を
描
き
つ
つ
、
さ
ら

な
る
地
域
医
療
貢
献
に
臨
ん
で
い
こ
う
と

し
て
い
る
。
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02
救
急
現
場
か
ら
の
緊
急
提
言

今
、
堺
市
二
次
医
療
圏
に
求
め
ら
れ
る
救
急
医
療
と
は
。

民
間
病
院
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
有
す
る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
先
頭
に
立
ち
、
地
域
の
病
院
と
連
携
し
て
救
急
医
療
を
支
え
て
い
る
沖
縄
県
の
実
態
。

そ
れ
に
対
し
て
、
大
阪
府
堺
市
で
は
今
、
ど
ん
な
救
急
医
療
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

第
二
章
で
は
こ
の
エ
リ
ア
に
必
要
な
救
急
医
療
を
考
え
る
。

SP
E

C
IA

L

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
が
全
国
的
に
広

が
り
、
こ
こ
大
阪
府
で
も
、
さ
ら
な
る
救

急
医
療
体
制
の
充
実
を
め
ざ
し
て
、
平

成
20
年
１
月
、
大
都
市
圏
で
全
国
初
と

な
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
用
費
用
は
、
年
間

約
１
億
８
０
０
０
万
円
（
国
と
大
阪
府
が

約
半
分
ず
つ
負
担
）。
大
阪
府
医
療
対
策

課
に
よ
る
と
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動
件

数
は
当
初
、
年
間
３
０
０
回
と
見
込
ま
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
導
入
開
始
か
ら
１
年

間
の
出
動
件
数
は
、
病
院
か
ら
病
院
へ
患

者
を
搬
送
す
る
施
設
間
搬
送
34
件
、
現

場
出
動
24
件
の
計
58
件
で
、
当
初
見
込

み
の
わ
ず
か
２
割
に
留
ま
っ
た
。

大
阪
府
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は

年
間
搬
送
58
件
（
初
年
度
）。
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大
阪
府
医
療
対
策
課
の
分
析
通
り
、

大
阪
府
は
沖
縄
県
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら

な
い
ほ
ど
、
救
急
病
院
も
多
く
、
交
通

網
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
下
の

表
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、“
救
急
搬
送

先
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
”
現
象
が

生
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
一
つ

に
は
、
本
誌
34
号
で
問
題
提
起
し
た
、

二
次
救
急
病
院
の
圧
倒
的
な
不
足
が
あ

げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
平
成
16
年
３
月
末

か
ら
20
年
３
月
末
ま
で
の
短
い
間
に
、
大

阪
府
全
体
で
２
８
７
カ
所
あ
っ
た
救
急
病

院
が
２
４
８
カ
所
ま
で
激
減
し
て
い
る
の

だ
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入
の
成
果
は
今
後
を

見
守
る
と
し
て
、
今
、
大
阪
府
の
救
急

医
療
が
真
っ
先
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な

ら
な
い
課
題
は
、
パ
ン
ク
状
態
に
あ
る
二

次
救
急
病
院
の
バッ
ク
ア
ッ
プ
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

大
阪
府
に
お
け
る
救
急
医
療
の

課
題
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　

同
課
は
、
出
動
件
数
が
予
想
を
大
き

く
下
回
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
「
府
内
は
救

急
医
療
体
制
や
道
路
網
が
整
備
さ
れ
、

離
島
や
山
間
部
を
抱
え
る
他
県
と
は
状

況
が
異
な
り
、
救
急
車
で
対
応
が
可
能

な
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
で
は
な
い
か
」
と

車で何分以内に、救急医療機関に行くことができるか

［人口：平成17年国勢調査をもとに、広島国際大学大学院　医療・福祉科学研究科調べ］

大阪府

沖縄県

8,963,792

1,359,867

本データは、大阪府と沖縄県において、車で何分以内の距離に、
救急医療機関があるかという立地環境を調べたものである。

282

20

8,784,249

1,109,739

8,898,588

1,321,653

8,909,813

13,02,147

総人口

救急告示病院

10分圏人口

98.00％

81.61％

割合

30分圏人口

99.40％

95.76％

割合

20分圏人口

99.27％

97.19％

割合

分
析
し
て
い
る
と
い
う
（w

eb

：
産
経

ニュ
ー
ス
よ
り
）。
大
阪
府
で
は
さ
ら
に
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
利
用
促
進
を
促
す
た
め
に
、

平
成
21
年
よ
り
和
歌
山
県
、
奈
良
県
を

含
む
広
域
的
活
用
に
力
を
注
い
で
い
る
。
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大
阪
府
南
部
、堺
市
二
次
医
療
圏
（
堺

市
・
高
石
市
）
で
は
現
在
、
救
急
医
療

を
担
う
医
療
機
関
が
23
施
設
（
大
阪
府

医
療
刑
務
所
を
除
く
）
あ
る
。
大
阪
府

下
で
救
急
病
院
が
減
り
続
け
て
い
る
な

か
、
唯
一
、
こ
こ
５
年
間
で
施
設
の
数
が

変
わ
っ
て
い
な
い
恵
ま
れ
た
地
域
で
も
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
「
高
齢
者
で

中
等
症
・
軽
症
の
救
急
患
者
が
急
増
し
て

い
る
」
影
響
か
ら
、
救
急
病
院
が
ど
こ
も

手
一
杯
で
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
状
況
は
他

の
医
療
圏
と
変
わ
り
な
い
。

　

そ
こ
で
始
ま
っ
た
の
が
、
救
急
医
療
体

制
の
整
備
だ
。
堺
市
域
保
健
医
療
協
議

会
医
療
部
会
・
二
次
救
急
医
療
体
制
調

整
小
委
員
会
と
堺
市
医
師
会
、
そ
し
て

大
阪
府
堺
地
域
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

協
議
会
が
実
施
主
体
と
な
り
、
参
加
医

療
施
設
と
消
防
機
関
が
連
携
し
て
、「
疾

患
別
の
」
救
急
医
療
体
制
の
構
築
を
模

索
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
と
く
に
緊
急
性
の
高
い

疾
病
の
患
者
さ
ま
を
搬
送
す
る
際
、
速

や
か
に
病
院
を
選
ん
で
搬
送
で
き
る
よ
う

な
円
滑
な
体
制
づ
く
り
を
め
ざ
す
も
の

だ
。
馬
場
記
念
病
院
の
医
師
も
、
疾
患

ご
と
の
会
議
に
参
加
し
て
い
る
。「
消
化

管
出
血
」
の
会
議
に
出
席
し
て
い
る
消
化

器
科
部
長
の
原 

順
一
医
師
に
話
を
聞
い

た
。「
消
化
管
出
血
で
１
１
９
番
通
報
が

あ
っ
た
と
き
、
曜
日
・
時
間
帯
ご
と
に
、

ど
こ
の
病
院
な
ら
緊
急
処
置
が
で
き
る

か
、
と
い
う
情
報
を
皆
で
共
有
し
よ
う
と

い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ

地
域
の
救
急
病
院
が
連
携
し
、

「
面
」
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
。

合
的
な
救
急
体
制
を
確
立
し
、
救
急
患

者
さ
ま
を
横
断
的
に
診
療
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
こ
ん
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

深
夜
、
高
齢
の
患
者
さ
ま
が
転
ん
だ
弾

み
に
頭
を
強
く
打
っ
て
救
急
搬
送
さ
れ
て

き
た
。
頭
の
ほ
か
に
も
腰
を
打
っ
て
お
り
、

加
え
て
不
整
脈
の
基
礎
疾
患
も
あ
る
と
い

う
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
救
急
隊
か
ら
事

前
に
入
手
し
た
救
急
外
来
で
は
、
脳
神

　

堺
市
二
次
医
療
圏
に
お
い
て
、
病
院
と

消
防
隊
が
連
携
を
深
め
て
い
る
の
と
同
じ

よ
う
に
、
馬
場
記
念
病
院
内
の
救
急
医

療
も
「
面
」
と
い
う
言
葉
が
キ
ー
ワ
ー

ド
に
な
る
。一
般
的
な
二
次
救
急
医
療
機

関
で
は
、
当
直
医
が
１
～
２
名
と
い
う
所

が
多
い
が
、
馬
場
記
念
病
院
で
は
内
科
、

外
科
に
加
え
、
脳
神
経
外
科
、
整
形
外

科
、（
脳
）
神
経
内
科
の
医
師
５
名
が
当

直
。
夜
間
を
含
め
て
24
時
間
常
時
、
総

5
人
の
当
直
医
が
「
面
」
で

取
り
組
む
救
急
医
療
。

経
外
科
、
整
形
外
科
、
内
科
の
医
師
の

合
計
３
名
が
患
者
さ
ま
を
出
迎
え
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
性
に
基
づ
き
、
必
要
な
検

査
と
診
療
を
行
っ
て
い
く
。
そ
の
連
携
プ

レ
イ
は
迅
速
で
、
実
に
手
際
が
い
い
。
底

辺
に
は
、
診
療
科
の
垣
根
を
超
え
た
信

頼
関
係
が
あ
る
。

　

外
科
部
長
の
寺
岡 

均
医
師
は
言
う
。

「
高
齢
者
の
方
は
と
く
に
、
基
礎
疾
患

を
も
っ
て
い
る
方
が
多
く
、
救
急
の
疾
患

以
外
の
病
気
に
も
す
ぐ
対
応
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
と
き
、
当
院
で
は
真
夜
中
で
も

い
ろ
ん
な
診
療
科
の
医
師
が
す
ぐ
に
協
力

し
合
う
。
嫌
な
顔
を
す
る
医
師
は
一
人

も
い
ま
せ
ん
」。

　

も
ち
ろ
ん
、
協
力
体
制
は
医
師
だ
け

で
は
な
い
。
昼
夜
を
問
わ
ず
、
看
護
師
、

放
射
線
技
師
、
検
査
技
師
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
が
救
急
に
即
応

す
る
。「
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
も
含
め
、
全
員

で
救
急
に
取
り
組
む
と
い
う
求
心
力
が
、

最
近
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
」
と
寺
岡
医
師
は
実
感
し
て
い
る
。

　
一
方
、「
救
急
隊
が
ど
こ
の
診
療
科
に

だ
け
で
な
く
、
救
急
隊
が
実
際
に
選
定

し
た
搬
送
先
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
、

と
い
う
検
証
も
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

“
消
化
管
出
血
と
想
定
し
た
が
、
実
際
は

喀
血
や
腸
閉
塞
だ
っ
た
”
と
い
う
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
」。

　

救
急
隊
が
行
っ
た
症
状
別
の
病
院
選

定
を
、
専
門
医
が
一
緒
に
な
っ
て
検
証
す

る
こ
と
に
よ
り
、
救
急
隊
全
体
の
レ
ベ
ル

の
底
上
げ
に
も
つ
な
が
る
。
単
に
近
い
病

院
で
は
な
く
、
症
状
に
ふ
さ
わ
し
い
専
門

医
が
い
る
病
院
へ
搬
送
す
る
仕
組
み
が
で

き
る
こ
と
は
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
願
っ

て
も
な
い
こ
と
だ
。
複
数
の
救
急
病
院
が

し
っ
か
り
連
携
し
、「
面
」
と
な
っ
て
支

え
る
こ
と
で
、
よ
り
充
実
し
た
救
急
医
療

体
制
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
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連
れ
て
い
け
ば
い
い
か
迷
う
、
い
わ
ゆ
る
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
の
疾
患
を
引
き
受
け
ら
れ
る

の
も
、
当
院
の
特
徴
」
と
語
る
の
は
、
内

科
部
長
の
坂
本
常
守
医
師
で
あ
る
。「
た

と
え
ば
、
夜
間
に
発
症
し
た
高
齢
の
方
の

脱
水
症
状
や
誤
飲
性
肺
炎
、
発
熱
な
ど

の
場
合
、
当
院
で
は
内
科
で
ま
ず
診
さ

せ
て
も
ら
っ
て
、
さ
ら
に
そ
の
原
因
に
対

す
る
専
門
的
な
治
療
が
必
要
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
に
適
し
た
診
療
科
の
先
生
に
お
願
い

し
ま
す
。
多
領
域
の
専
門
医
が
当
直
し

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応

で
き
る
の
で
す
」。

　

さ
ら
に
、
馬
場
記
念
病
院
に
お
け
る

救
急
医
療
は
、
救
急
搬
送
さ
れ
た
患
者

さ
ま
の
対
応
だ
け
で
は
な
い
。
地
域
の
診

療
所
か
ら
、
緊
急
の
診
療
を
依
頼
さ
れ

る
こ
と
も
多
い
。「
診
療
所
の
先
生
に
よ

る
的
確
な
初
期
診
断
が
、
迅
速
な
専
門

治
療
に
つ
な
が
り
、
結
果
と
し
て
命
を
救

う
こ
と
に
結
び
つ
き
ま
す
。
そ
の
意
味
で

も
、
診
療
所
の
先
生
方
の
サ
ポ
ー
ト
に
今

後
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と

坂
本
医
師
は
語
る
。

ら
救
急
隊
と
の
間
で
「
脳
卒
中
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
、
脳
卒

中
は
も
ち
ろ
ん
、
脳
の
病
気
の
疑
い
が
あ

る
場
合
、
脳
神
経
外
科
の
医
師
へ
ダ
イ

レ
ク
ト
に
電
話
が
つ
な
が
る
シ
ス
テ
ム
だ
。

と
く
に
脳
梗
塞
の
場
合
、
発
症
か
ら
３

時
間
以
内
で
あ
れ
ば
、
t

−

P
A
（
血

栓
溶
解
剤
）
を
使
っ
て
脳
を
救
え
る
可

能
性
が
あ
る
。「
す
べ
て
の
患
者
さ
ま
に

効
果
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

片
麻
痺
や
失
語
な
ど
の
症
状
が
み
る
み
る

間
に
軽
減
し
て
い
く
臨
床
経
過
を
目
の
当

　

診
療
科
の
垣
根
を
超
え
た
救
急
医
療

を
実
践
す
る
一
方
で
、
診
療
科
そ
れ
ぞ
れ

に
救
急
医
療
の
高
度
化
に
不
断
の
努
力

を
注
い
で
い
る
。

　

救
急
医
療
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う

脳
神
経
外
科
で
は
、
平
成
20
年
４
月
か

診
療
科
そ
れ
ぞ
れ
に

専
門
特
化
す
る
救
急
医
療
。

［
脳
神
経
外
科
の
取
り
組
み
］

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
活
用
し
、

一
人
で
も
多
く
の
命
を

救
い
た
い
。
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た
り
に
す
る
と
“
良
か
っ
た
”
と
思
わ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
馬
場
記
念
病
院

副
院
長
・
脳
神
経
外
科
部
長
の
魏 

秀
復

医
師
は
頬
を
緩
め
る
。

　

そ
れ
で
も
、
急
性
脳
梗
塞
で
馬
場
記

念
病
院
に
来
ら
れ
た
患
者
さ
ま
の
う
ち
、

t

−

P
A
を
処
方
し
て
い
る
割
合
は
３
%

程
度
に
留
ま
る
。「“
発
症
３
時
間
以
内
”

と
い
う
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
、
治
療
は
常
に

時
間
と
の
闘
い
で
す
。
手
足
の
し
び
れ
や

麻
痺
、
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
な
ど
、
脳
卒

中
の
サ
イ
ン
が
出
た
ら
、
家
で
様
子
を
見

る
こ
と
な
く
、
す
ぐ
１
１
９
番
通
報
し
て

ほ
し
い
」
と
魏
医
師
は
強
く
訴
え
る
。

　

こ
の
t

−

P
A
治
療
を
は
じ
め
、
昼

夜
を
問
わ
ず
24
時
間
、
緊
急
手
術
の
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
脳
神
経
外
科
。

地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
ま
す
ま
す

存
在
感
を
強
め
て
い
る
。

　

外
科
で
は
、
腹
腔
鏡
下
手
術
の
実
績

が
飛
躍
的
に
増
え
て
お
り
、
手
術
の
細

分
化
・
高
度
化
に
と
も
な
い
、
技
術
の
研

鑽
に
余
念
が
な
い
。
寺
岡
医
師
は
言
う
。

「
夜
間
の
緊
急
疾
患
に
対
し
て
も
、
適

応
症
例
に
は
腹
腔
鏡
下
手
術
（
腹
部
に

小
さ
な
穴
を
開
け
、
カ
メ
ラ
と
特
殊
器

具
を
挿
入
し
て
行
う
手
術
）
を
行
っ
て
い

ま
す
」。

　

開
腹
手
術
と
違
い
、
体
に
負
担
の
少
な

い
手
術
と
し
て
注
目
さ
れ
る
腹
腔
鏡
下

手
術
だ
が
、
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
は
ど
ん
な

こ
と
だ
ろ
う
。「
合
併
症
を
起
こ
さ
な
い

こ
と
に
尽
き
ま
す
し
、
合
併
症
が
少
な

い
と
い
う
の
が
当
科
の
自
慢
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
手
術
は
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
を
見
な

が
ら
行
い
ま
す
か
ら
、
思
わ
ぬ
出
血
や
臓

器
損
傷
な
ど
の
合
併
症
の
危
険
が
あ
り

ま
す
。
当
科
で
は
患
者
さ
ま
の
安
全
性

を
第
一
に
考
え
、
手
術
適
応
は
必
ず
私

が
判
断
し
、
当
直
医
に
加
え
、
オ
ン
コ
ー

ル
で
医
師
が
駆
け
つ
け
、
充
分
に
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
積
ん
だ
医
師
た
ち
が
執
刀
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
」。

　

腹
腔
鏡
下
手
術
の
適
応
に
よ
り
、
患

者
さ
ま
の
入
院
期
間
も
短
く
な
っ
て
い
る
。

「
早
く
家
に
帰
れ
る
こ
と
が
患
者
さ
ま
に

と
っ
て
幸
せ
な
こ
と
で
す
し
、
私
た
ち
に

と
っ
て
も
い
ち
ば
ん
の
喜
び
で
す
」
と
寺

岡
医
師
は
に
こ
や
か
に
語
る
。

［
外
科
の
取
り
組
み
］

夜
間
も
安
全
確
実
に
、

腹
腔
鏡
下
手
術
を
行
う
。
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も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
原

医
師
は
抱
負
を
語
る
。

　

内
科
・
循
環
器
科
は
、
馬
場
記
念
病

院
の
救
急
医
療
を
、
総
合
診
療
的
に
支

え
る
一
方
、
急
性
心
筋
梗
塞
、
不
安
定

狭
心
症
な
ど
の
疾
患
に
緊
急
対
応
し
て
い

る
。

　
「
夜
間
、
緊
急
冠
動
脈
造
影
が
必
要

ん
で
あ
れ
ば
、
内
視
鏡
で
し
っ
か
り
治
療

で
き
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
、
診
療
所

と
の
連
携
を
強
め
、
病
気
の
早
期
発
見
、

言
い
換
え
れ
ば
“
救
急
を
防
ぐ
”
こ
と
に

　

外
科
と
連
携
し
て
治
療
す
る
こ
と
も

多
い
の
が
、
消
化
器
科
で
あ
る
。
原
医

師
は
、「
外
科
と
の
連
携
は
非
常
に
円
滑

で
す
。
特
に
急
性
腹
症
や
吐
下
血
な
ど

の
救
急
疾
患
の
迅
速
な
診
断
と
適
切
な

治
療
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
」
と
言
う
。

「
も
っ
と
も
多
い
の
は
、
内
視
鏡
治
療
で

す
ね
。
吐
下
血
に
対
す
る
内
視
鏡
的
止

［
消
化
器
科
の
取
り
組
み
］

内
視
鏡
を
用
い
た

緊
急
止
血
術
は
、

24
時
間
対
応
。

血
術
（
内
視
鏡
を
用
い
て
、
特
殊
ク
リ
ッ

プ
で
血
管
や
病
変
を
つ
ま
む
な
ど
し
て
止

血
す
る
方
法
） 

は
、
24
時
間
行
え
ま
す
。

そ
の
ほ
か
誤
飲
し
た
部
分
入
れ
歯
な
ど
の

異
物
除
去
に
も
、
内
視
鏡
を
使
い
ま
す
。

ま
た
、
閉
塞
性
黄
疸
や
そ
れ
に
伴
う
急

性
化
膿
性
胆
管
炎
な
ど
の
場
合
も
、
内

視
鏡
を
用
い
て
膿
の
溜
ま
っ
て
い
る
胆
汁

を
出
し
ま
す
」。

　

救
急
以
外
で
も
、
早
期
胃
が
ん
・
大

腸
が
ん
や
ポ
リ
ー
プ
に
対
す
る
内
視
鏡
的

切
除
術
、
食
道
静
脈
瘤
に
対
す
る
硬
化

術
・
結
紮
術
な
ど
、
内
視
鏡
治
療
の
範

囲
は
広
い
。「
早
期
の
胃
が
ん
や
大
腸
が

［
内
科
・
循
環
器
科
の
取
り
組
み
］

頻
脈
性
不
整
脈
に
対
す
る

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を

ス
タ
ー
ト
。
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馬
場
記
念
病
院
で
は
、
地
域
医
療
支

援
病
院
の
承
認
を
得
る
以
前
か
ら
、
診

療
所
と
の
連
携
を
重
視
し
、
各
診
療
所

を
ま
わ
っ
て
要
望
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
き

た
。
そ
の
先
導
役
を
担
っ
た
の
は
、
馬
場

記
念
病
院
・
事
務
部
長
の
田
中
恭
子
で

あ
る
。「
そ
の
中
で
多
く
聞
か
れ
た
の
は
、

夜
間
の
救
急
で
困
っ
て
い
る
と
い
う
声
で
し

た
。
そ
れ
を
、
で
き
る
か
ぎ
り
バッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
た
め
に
も
、
一
次
救
急
は
診
療
所

組
織
を
超
え
て
、
診
療
所
や

介
護
施
設
・
事
業
所
と
連
携
。

な
場
合
、
当
直
医
の
ほ
か
、
私
か
、
循

環
器
科
部
長
の
山
下 

啓
医
師
が
オ
ン

コ
ー
ル
で
駆
け
つ
け
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検

査
と
さ
ま
ざ
ま
な
血
管
内
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
を
行
い
ま
す
。
と
く
に
、
こ
の
４
月
か

ら
最
新
鋭
の
心
血
管
撮
影
装
置
を
導
入

し
、
よ
り
質
の
高
い
血
管
内
治
療
を
行
え

る
環
境
が
整
い
ま
し
た
」
と
、
坂
本
医

師
は
語
る
。

　

こ
の
心
血
管
撮
影
装
置
の
も
う
一
つ
の

特
徴
は
、不
整
脈
治
療
に
使
え
る
こ
と
だ
。

「
こ
れ
ま
で
当
院
で
は
、
頻
脈
性
不
整
脈

に
対
し
て
、
発
作
予
防
の
た
め
の
内
服
加

療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

だ
け
で
は
発
作
を
完
全
に
抑
え
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
今
は
不
整
脈
治
療
を

得
意
と
す
る
山
下
医
師
が
中
心
と
な
り
、

カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
て
、
不
整
脈
の
原
因

と
な
っ
て
い
る
心
臓
の
一
部
を
、
電
気
的

に
焼
き
切
る
と
い
う
根
治
療
法
を
行
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
診
療
所
の
先

生
方
の
期
待
も
大
き
く
、
救
急
患
者
さ

ま
に
も
安
全
に
適
応
で
き
ま
す
」。

　

救
急
医
療
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め

に
は
、
何
が
必
要
か
。
医
師
た
ち
が
異

口
同
音
に
語
る
の
は
、「
ベッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
」
で
あ
る
。
坂
本
医
師
は
言
う
。「
で

き
る
限
り
Ｃ
Ｃ
Ｕ
（
冠
動
脈
疾
患
集
中

治
療
室
）
の
ベ
ッ
ド
を
空
け
る
た
め
に
、

病
棟
師
長
と
最
低
で
も
１
日
２
回
打
ち

合
わ
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
」。
ま
た
、
た

と
え
夜
間
で
あ
っ
て
も
、
患
者
さ
ま
や
ご

家
族
に
、
一
般
病
棟
へ
移
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
直
接
、
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。「“
あ
な
た
が
救
急
搬
送
さ
れ
た
日

も
、
そ
の
前
に
い
た
患
者
さ
ま
の
協
力
で
、

ベ
ッ
ド
を
空
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
変
で
す
け
れ
ど
、
今
、
転
室
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
ま
た
次
の
救
急
患
者
さ
ま

を
受
け
入
れ
ら
れ
ま
す
”と
、誠
意
を
も
っ

て
お
話
し
し
ま
す
。
幸
い
、
こ
れ
ま
で
納

得
さ
れ
な
か
っ
た
患
者
さ
ま
や
ご
家
族
は

一
人
も
お
ら
れ
ま
せ
ん
」。
患
者
さ
ま
や

ご
家
族
の
理
解
と
協
力
が
、
馬
場
記
念

病
院
の
救
急
を
支
え
て
い
る
の
だ
。

　

ま
た
、
入
院
期
間
が
短
く
な
る
た
め
、

地
域
の
か
か
り
つ
け
医
の
先
生
方
と
の
連

携
も
重
要
な
柱
に
な
る
。
寺
岡
医
師
は

「
腹
腔
鏡
下
手
術
の
場
合
、
１
週
間
ほ

ど
で
退
院
に
な
り
ま
す
か
ら
、
後
は
か
か

り
つ
け
医
の
先
生
に
、
し
っ
か
り
診
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
病
診

連
携
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
意
欲

を
燃
や
す
。

救
急
の
カ
ギ
を
握
る

ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
地
域
連
携
。
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大
村
が
仕
事
で
、
常
に
意
識
し
て
い
る

こ
と
は
何
か
。「
そ
れ
は
当
院
の
方
針
で

あ
る
“
救
急
患
者
さ
ま
を
決
し
て
断
ら

な
い
”
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
そ

の
根
本
に
は
、
真
ん
中
に
患
者
さ
ま
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
、
と
い
う
法
人
の
理
念
が

あ
り
ま
す
」。
そ
れ
で
も
、
ど
う
し
て
も

ベッ
ド
の
空
き
が
な
く
、
診
療
所
や
事
業

所
の
依
頼
に
応
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

「
そ
う
い
う
と
き
は
、
他
の
急
性
期
病
院

へ
受
け
入
れ
の
お
願
い
を
し
ま
す
。
多
い

と
き
は
搬
送
先
を
探
し
て
、
20
件
、
30

件
と
、
次
々
と
電
話
を
か
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
」
と
大
村
は
苦
笑
す
る
。

　

診
療
所
、
介
護
施
設
・
事
業
所
、
さ

ら
に
地
域
の
療
養
型
病
院
と
も
積
極
的

に
連
携
を
結
ぶ
一
方
で
、
社
会
医
療
法
人

ペ
ガ
サ
ス
で
は
、
法
人
内
に
ペ
ガ
サ
ス
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
が
あ
り
、
在
宅
医

療
を
支
援
す
る
各
種
機
能
も
整
え
て
い

る
。
急
性
期
を
脱
し
た
患
者
さ
ま
の
受

け
皿
が
法
人
内
に
あ
る
メ
リ
ッ
ト
に
つい
て
、

「
多
少
の
無
理
を
し
て
で
も
、
全
面
的
に

協
力
し
て
も
ら
え
る
こ
と
で
す
ね
」
と
田

中
は
言
う
。「
今
日
、
馬
場
記
念
病
院

を
退
院
す
る
か
ら
、
す
ぐ
に
受
け
入
れ

て
ほ
し
い
、
と
依
頼
し
て
も
、
法
人
内
な

ら
１
０
０
％
応
え
て
も
ら
え
ま
す
。
だ
か

ら
、
救
急
の
ベッ
ド
を
即
座
に
空
け
る
こ

と
も
で
き
ま
す
」。
さ
ら
に
田
中
は
、
退

院
さ
れ
た
患
者
さ
ま
に
と
っ
て
の
利
点
も

大
き
い
と
い
う
。「
短
い
入
院
期
間
の
中

で
次
の
進
路
を
決
め
る
の
は
、
患
者
さ
ま

と
ご
家
族
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
に
な
り

ま
す
。
で
も
、
一
旦
、
法
人
内
の
別
の
施

設
へ
移
っ
た
後
で
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

は
じ
め
と
す
る
、
急
性
期
の
次
の
ス
テ
ー

ジ
の
治
療
に
ロ
ス
タ
イ
ム
無
く
進
む
こ
と

が
で
き
、
な
お
か
つ
、
自
宅
に
帰
る
準
備

や
、
よ
り
適
切
な
転
院
先
や
施
設
な
ど

の
進
路
を
、
じ
っ
く
り
決
め
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」。

　

す
べ
て
は
患
者
さ
ま
の
た
め
に
。
そ
の

思
い
に
向
か
っ
て
、
法
人
内
の
職
員
た
ち

が
総
動
員
で
奔
走
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

救
急
か
ら
在
宅
ま
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
。

す
べ
て
は
患
者
さ
ま
の
た
め
に
。

が
、
休
日
・
夜
間
、
二
次
救
急
は
当
院

が
と
い
う
、
役
割
分
担
に
基
づ
き
連
携
し

ま
し
ょ
う
、
と
説
明
し
て
回
り
ま
し
た
」

と
田
中
は
振
り
返
る
。
現
在
、
登
録
医

の
先
生
方
は
約
５
４
０
人
に
の
ぼ
る
。

　

さ
ら
に
、
平
成
15
年
、
馬
場
記
念
病

院
は
全
国
で
も
珍
し
い
「
パ
ー
ト
ナ
ー
事

業
所
制
度
」
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
れ
は

わ
か
り
や
す
く
言
う
と
、
登
録
医
の
介

護
施
設
・
事
業
所
版
だ
。「
医
療
と
介

護
は
絶
対
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
確
信
が

ま
ず
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
退
院

患
者
さ
ま
を
お
願
い
す
る
だ
け
で
な
く
、

た
と
え
ば
感
染
防
止
の
具
体
的
な
方
法

な
ど
、
医
療
面
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
で
き

れ
ば
と
考
え
た
ん
で
す
」
と
田
中
は
制

度
立
ち
上
げ
の
思
い
を
語
る
。「
施
設
の

方
が
医
療
の
目
を
も
っ
て
介
護
す
る
こ
と

に
よ
り
、
病
態
の
変
化
な
ど
も
素
早
く

察
知
で
き
、
速
や
か
な
受
診
に
つ
な
が
り

ま
す
。
医
療
と
介
護
が
手
を
組
む
こ
と

で
、
退
院
患
者
さ
ま
を
末
永
く
し
っ
か
り

フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　

病
院
サ
イ
ド
か
ら
の
連
携
の
呼
び
か
け

は
「
と
て
も
あ
り
が
た
い
」
と
好
意
的
に

受
け
取
ら
れ
、
現
在
、
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業

所
は
お
よ
そ
２
０
０
件
に
増
え
た
。

　

現
在
の
担
当
者
で
あ
る
地
域
医
療
支

援
室・主
任
の
大
村 

樹（
た
つ
き
）は
、「
診

療
所
の
先
生
に
も
事
業
所
の
方
に
も
、

名
前
と
顔
を
覚
え
て
い
た
だ
い
て
、
信
頼

関
係
を
築
け
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
こ
ま
め

に
顔
を
出
し
、
ご
要
望
を
う
か
が
っ
て
い

ま
す
」
と
語
る
。「
と
く
に
限
ら
れ
た
人

材
で
運
営
し
て
い
る
事
業
所
で
は
、
救
急

搬
送
の
つ
き
そ
い
で
職
員
の
一
人
が
抜
け

る
の
も
大
変
で
す
。
そ
こ
で
、
救
急
搬

送
に
は
至
ら
な
い
け
れ
ど
受
診
が
必
要
と

い
う
方
に
つ
い
て
は
、
当
院
で
車
を
出
し
、

送
迎
さ
せ
て
も
ら
う
な
ど
の
支
援
も
し
て

い
ま
す
」。
地
域
医
療
支
援
室
で
は
、
か

ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
の
届
く
サ
ー
ビ
ス
を
次
々

と
企
画
し
、
具
現
化
し
て
い
る
。
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地
域
が
必
要
と
す
る
医
療
は
、

地
域
が
主
体
と
な
っ
て
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

馬
場
記
念
病
院　

院
長
（
社
会
医
療
法
人
ペ
ガ
サ
ス 

理
事
長
）

馬
場
武
彦

　

本
誌
で
は
34
号・35
号
と
２
号
続
け
て
、

地
域
医
療
の
重
要
課
題
で
あ
る
救
急
医

療
に
焦
点
を
当
て
て
考
え
て
き
た
。
と
く

に
今
号
で
は
、
一
民
間
病
院
が
制
度
の
壁

を
乗
り
越
え
、
離
島
の
救
急
問
題
に
挑

ん
だ
ケ
ー
ス
を
追
っ
た
。

　
「
浦
添
総
合
病
院
の
宮
城
理
事
長
の
話

を
聞
い
て
、
そ
の
情
熱
と
、
疾
風
怒
濤
の

ご
と
く
や
り
抜
く
実
行
力
に
強
い
感
銘

を
受
け
、
刺
激
を
受
け
ま
し
た
」
と
、

馬
場
記
念
病
院
院
長
の
馬
場
武
彦
は
言

う
。「
地
域
に
対
し
て
、
必
要
な
も
の
は

必
要
だ
し
、
な
け
れ
ば
作
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
、
と
い
う
気
持
ち
は
、
私
も
同
じ

で
す
。
そ
れ
の
方
向
性
を
見
失
っ
て
は
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
教

地
域
に
必
要
な
も
の
は
必
要
。

そ
の
一
点
は
譲
れ
な
い
。

え
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」。

　

馬
場
記
念
病
院
も
、
浦
添
総
合
病
院

と
同
様
に
、
平
成
21
年
、
よ
り
公
益
性

の
高
い
社
会
医
療
法
人
に
な
っ
た
。
そ

し
て
、
ペ
ガ
サ
ス
初
の
試
み
と
し
て
、
高

齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
「
ペ
ガ
サ
ス
ロ
イ
ヤ

ル
リ
ゾ
ー
ト
石
津
」
を
開
設
。
さ
ら
に
、

介
護
療
養
型
医
療
施
設
が
ま
も
な
く
廃

止
さ
れ
る
と
い
う
制
度
改
革
に
先
駆
け

て
、
介
護
療
養
型
老
人
保
健
施
設
「
ペ

ル
セ
ウ
ス
」
を
開
設
し
た
。
な
ぜ
、
救
急

病
院
が
そ
こ
ま
で
、
在
宅
・
介
護
領
域
に

力
を
入
れ
る
の
か
。
こ
の
問
い
に
対
す
る

馬
場
の
答
え
は
明
快
で
あ
る
。

　
「
そ
れ
は
、
こ
の
地
域
に
必
要
だ
か
ら

で
す
。
私
た
ち
に
は
地
域
の
救
急
病
院

と
し
て
の
使
命
が
あ
り
ま
す
。
救
急
患

者
さ
ま
を
受
け
入
れ
る
に
は
、
ベッ
ド
を

空
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
急
性
期
か
ら

回
復
期
、
療
養
期
、
在
宅
ま
で
切
れ
目

の
な
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
流

れ
を
作
り
、
患
者
さ
ま
に
次
々
と
、
適

切
な
ス
テ
ー
ジ
に
移
っ
て
い
た
だ
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
高
専
賃
も
老
人
保
健

施
設
も
、
そ
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
ピ
ー
ス

（
断
片
）
だ
と
考
え
ま
し
た
」。

　

離
島
の
救
急
医
療
を
な
ん
と
か
し
な

く
て
は
、
と
い
う
思
い
で
地
域
貢
献
を
続

け
る
浦
添
総
合
病
院
。
一
方
で
、
地
域

の
救
急
か
ら
在
宅
ま
で
の
医
療
・
介
護

体
制
を
整
備
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と

い
う
思
い
で
こ
こ
ま
で
き
た
馬
場
記
念
病

院
。
中
身
は
違
う
が
、
ど
ち
ら
も
根
底

に
流
れ
る
地
域
医
療
に
対
す
る
熱
い
思
い

は
同
じ
な
の
で
あ
る
。

　

馬
場
は
言
う
。「“
個
（
ひ
と
り
）”
の

強
い
思
い
が
あ
り
、
自
己
犠
牲
の
精
神
が

あ
り
、
地
域
医
療
の
た
め
に
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
が
あ
れ
ば
、
必
ず
協
力
者
が
現
れ

る
も
の
で
す
。そ
の
協
力
者
の
輪
が
広
が
っ

た
と
き
、“
個
”
の
思
い
は 

“
公
”
の
活

動
へ
と
変
わ
り
ま
す
。
私
は
ず
っ
と
そ
う

考
え
て
き
ま
し
た
し
、
浦
添
総
合
病
院

の
宮
城
理
事
長
に
話
を
聞
き
、
や
は
り

そ
う
な
ん
だ
と
確
信
を
強
め
ま
し
た
」。

堺市の明日の医療を語る
社会医療法人ペガサス 理事長 馬場武彦
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Pegasus Tsubasa  特集1

　
「
浦
添
総
合
病
院
や
当
院
だ
け
で
は
な

く
、
ど
の
病
院
も
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、

地
域
医
療
を
い
か
に
守
る
か
、
と
い
う
こ

と
に
躍
起
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
大
切
な
視
点
は
、

地
域
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
事
情
が
違
い
、

求
め
ら
れ
る
医
療
も
変
わ
る
、
と
い
う
こ

と
で
す
」
と
馬
場
は
語
る
。

　

な
る
ほ
ど
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

全
国
を
見
渡
せ
ば
、
都
市
部
、
地
方
、

過
疎
地
な
ど
の
立
地
条
件
は
も
と
よ
り
、

病
院
や
診
療
科
の
数
、
人
口
分
布
な
ど
、

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
が
ま
っ
た
く
異

な
る
。
た
と
え
ば
、
堺
市
二
次
医
療
圏

で
は
、
手
薄
に
な
っ
て
い
る
小
児
、
周
産

期
の
救
急
医
療
の
充
実
が
急
務
と
い
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
国
や
行
政
が
進
め
る

医
療
制
度
改
革
は
、
お
し
な
べ
て
「
全
国

一
律
」
が
基
本
に
な
っ
て
い
る
。
先
に
述

べ
た
「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
各
県
配
備
」
や
、

「
二
次
医
療
圏
に
お
い
て
第
三
次
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
の
整
備
が
最
優
先
」
と
い
う

の
も
、
そ
の
一
例
だ
ろ
う
。

　
「
今
、
全
国
的
に
救
急
医
療
が
崩
壊
し

て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
声
高
く
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
イ
メ
ー
ジ
だ
け
が
先
行
す

る
の
は
危
険
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
地
域

に
住
む
方
々
が
実
際
に
１
１
９
番
通
報
し

た
ら
、
救
急
車
は
す
ぐ
来
る
し
、
し
か
る

べ
き
病
院
に
搬
送
さ
れ
、
救
急
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
少
な
く
と

も
、
堺
市
に
お
い
て
救
急
医
療
は
ま
っ
た

く
崩
壊
し
て
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
地
域

の
皆
さ
ま
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
の

全
国
一
律
の
医
療
体
制
で
は
な
く
、

堺
市
二
次
医
療
圏
に
適
し
た
救
命
救
急
シ
ス
テ
ム
を
。

は
、
救
急
医
療
を
守
る
た
め
に
必
死
に

頑
張
っ
て
い
る
救
急
病
院
の
実
態
で
す
。

そ
し
て
、
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
は
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
そ
れ
ぞ
れ
が
マ
ス
コ

ミ
の
作
る
イ
メ
ー
ジ
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
て
ほ
し

い
と
思
う
の
で
す
」。

　

今
、
堺
市
で
は
第
三
次
救
急
医
療
施

設
の
新
設
を
含
め
、
地
域
医
療
全
体
の

再
編
を
図
る
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

沖
縄
県
に
と
っ
て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
最
優

先
課
題
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
堺
市
が
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
課
題
は
何
か
？

　

救
急
医
療
に
お
い
て
は
、
巨
額
の
公

費
を
投
入
し
、
第
三
次
救
急
を
含
め
た

巨
大
な
救
急
医
療
施
設
を
作
る
か
、
あ

る
い
は
地
域
の
医
療
資
源
を
生
か
し
て
、

救
急
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
さ
せ
る

か
。
も
ち
ろ
ん
、
他
の
領
域
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
「
い
ず
れ
に
し
て
も
、
堺
市
二
次
医
療

圏
に
本
当
に
必
要
な
医
療
は
、
住
民
の

方
々
こ
そ
が
、
日
々
の
生
活
の
な
か
で
感

じ
て
い
る
は
ず
。
そ
れ
を
声
に
出
し
て
い

た
だ
き
、
我
々
地
域
の
医
療
・
介
護
機

関
は
そ
の
声
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る

と
と
も
に
、
会
話
を
通
し
て
一
緒
に
な
っ

て
考
え
る
こ
と
が
、
何
よ
り
大
切
だ
と
思

い
ま
す
」。
そ
の
言
葉
に
は
、
地
域
全
体

の
医
療
を
よ
り
良
く
し
た
い
と
言
い
続
け

て
き
た
馬
場
の
、
熱
き
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
た
。

浦添市の明日の医療を語る
社会医療法人仁愛会 宮城敏夫理事長

つばさ18



つばさ

医療から、そして看護、介護から。
地域社会を支える人々。

※ 診療所（アイウエオ順）そして事業所の順でご紹介しています。

　
「
昭
和
53
年
に
院
長
で
あ
る
父
が
開
業

し
て
32
年
。
昔
か
ら
の
患
者
さ
ま
が
多
い

の
で
、
な
か
な
か
私
の
出
番
が
な
い
こ
と

が
多
い
ん
で
す
よ
」。
高
木
地
孝
（
く
に

た
か
）
副
院
長
は
笑
顔
で
言
っ
た
。
高

木
医
院
は
、
院
長
が
主
に
整
形
外
科
を
、

副
院
長
が
内
科
・
消
化
器
内
科
に
お
け

る
内
視
鏡
の
検
査
・
治
療
を
中
心
に
親

子
で
診
療
を
行
っ
て
い
る
。
出
番
が
少
な

い
と
語
っ
た
副
院
長
だ
が
、
そ
れ
は
謙
遜

で
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
近
所
の
診
療
所

で
内
視
鏡
で
の
検
査
・
治
療
を
し
て
も
ら

え
る
と
い
う
こ
と
は
精
神
的
負
担
も
少
な

く
、
大
き
な
安
心
と
な
っ
て
い
る
に
違
い
な

い
。「
今
ま
で
は
こ
ち
ら
に
内
視
鏡
は
な

か
っ
た
の
で
、
検
査
の
度
に
大
き
な
病
院

に
行
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
く
に
お
年
寄
り
の
方
々
は
検

査
を
す
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
り
、
大
き

な
病
院
で
検
査
と
な
る
と
尚
更
敬
遠
し

て
し
ま
い
ま
す
。や
は
り
患
者
さ
ま
に
と
っ

て
、
知
ら
な
い
先
生
よ
り
も
昔
か
ら
通
い

な
れ
た
診
療
所
で
検
査
を
受
け
る
方
が
い

い
ん
で
す
ね
」
と
副
院
長
。

　

身
近
な
診
療
所
で
安
心
し
て
内
視
鏡

検
査
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
病
気
の
早

期
発
見
を
促
し
、
病
気
の
重
症
化
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。「
患
者
さ
ま

は
当
院
の
歴
史
を
何
で
も
知
っ
て
い
る
よ

う
な
、
長
く
通
っ
て
い
る
地
元
の
方
が
多

い
ん
で
す
。
検
査
を
嫌
が
る
患
者
さ
ん

で
も
、
知
っ
て
い
る
先
生
だ
か
ら
内
視
鏡

で
も
な
ん
で
も
や
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
る

ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
病
気
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
繋
が
る
ん
で
す
」
と
副
院

長
は
白
い
歯
を
こ
ぼ
し
た
。

　

患
者
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
療

ペガサスは、地域の診療所、
そして、看護、介護に関連する事業所と、連携を行っています。
診療所は、地域の皆さまにとって、医療を受ける「最初の窓口」。
丁寧な診察による適切な診断・治療を行い、また、病院の紹介を通して、
患者さまの「かかりつけ医」として、健康状態を総合的に管理してくれます。
看護、介護に関連する事業所は、在宅で療養する皆さまの「パートナー」。
ご本人はもちろん、ご家族の毎日を支えたり、
快適な生活の場そのもののご提供により、皆さまを支援します。
特集２では、こうした診療所、事業所をご紹介していきます。

不
安
の
無
い
在
宅
療
養
を

実
現
す
る
た
め
に
。

内
視
鏡
検
査
を
行
い

病
気
の
早
期
発
見

早
期
治
療
に
貢
献
す
る
。

訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
と
の

連
携
で
、
患
者
さ
ま
の
思
い
に

添
う
医
療
を
提
供
。

特集2
Pegasus Tsubasa  

医
療
連
携
を
拡
大
し
、
患
者
さ
ま
の

要
望
に
応
え
る
医
療
を
提
供
す
る
。

診療所
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院
を
迅
速
に
紹
介
し
、
患
者
さ
ま
に
最

適
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
道
筋
を
立
て

る
こ
と
も
診
療
所
の
役
割
で
あ
る
。
院

長
の
専
門
は
消
化
器
外
科
だ
が
、
当
然
、

診
療
所
と
な
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の

患
者
さ
ま
が
訪
れ
る
。「
病
気
に
よ
っ
て

は
、
最
新
の
検
査
機
器
や
医
療
設
備
が

揃
っ
て
い
る
専
門
病
院
を
紹
介
し
、
治
療

を
受
け
て
い
た
だ
い
た
方
が
良
い
に
決
ま
っ

て
い
る
。
そ
し
て
治
療
を
終
え
た
患
者
さ

ま
を
、私
の
理
想
と
す
る
“
赤
ひ
げ
先
生
”

の
よ
う
に
、
ず
っ
と
診
つ
づ
け
て
い
き
た
い

で
す
ね
」
と
院
長
。
と
く
に
馬
場
記
念

病
院
と
は
強
固
な
連
携
を
結
び
、
多
く

の
患
者
さ
ま
を
紹
介
し
て
い
る
。「
馬

場
記
念
病
院
さ
ん
は
検
査
予
約
を
直
ぐ

に
入
れ
て
く
れ
ま
す
。
迅
速
な
対
応
を

し
て
い
た
だ
け
る
の
は
本
当
に
助
か
り
ま

す
」。

　

地
域
医
療
支
援
病
院
で
あ
る
馬
場
記

念
病
院
を
中
心
と
し
て
、
地
域
医
療
連

養
し
、
い
つ
か
は
来
る
最
期
を
自
宅
で
迎

え
た
い
と
い
う
ケ
ー
ス
は
多
い
。
し
か
し
、

一
人
の
医
師
が
24
時
間
、
３
６
５
日
対
応

す
る
に
は
限
界
が
あ
り
、
い
ざ
そ
の
と
き

に
な
る
と
救
急
車
で
病
院
に
運
ば
れ
最

期
を
迎
え
る
方
々
が
多
い
の
が
現
実
で
あ

る
。
患
者
さ
ま
の
思
い
に
添
う
に
は
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
る
医

師
や
看
護
師
の
存
在
が
必
要
で
あ
り
、
そ

れ
を
実
現
さ
せ
る
の
が
在
宅
医
療
に
お
け

る
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
と
の
強
固
な
連
携

で
あ
る
。「
こ
の
前
、
初
め
て
ペ
ガ
サ
ス
訪

問
看
護
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で

す
が
、
非
常
に
連
携
が
う
ま
く
い
き
、
ご

自
宅
で
最
期
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
患

者
さ
ま
が
い
ま
し
た
。
ご
家
族
の
方
の
協

力
と
訪
問
看
護
師
の
皆
さ
ん
が
最
後
の

最
後
ま
で
一
生
懸
命
や
っ
て
く
だ
さ
っ
た

お
陰
で
す
ね
」。
こ
の
患
者
さ
ま
は
高
木

医
院
に
通
院
し
て
い
た
方
で
は
な
く
、
自

宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
と
い
う
患
者
さ
ま

の
ご
家
族
の
方
が
ペ
ガ
サ
ス
訪
問
看
護
ス

　

朴
井
研
介
院
長
は
大
阪
大
学
の
消
化

器
外
科
で
５
年
ほ
ど
勤
務
医
と
し
て
活

躍
し
、
先
代
の
院
長
で
あ
る
父
親
が
亡

く
な
っ
た
の
を
機
に
、
朴
井
診
療
所
の
後

を
継
い
だ
。
院
長
は
自
院
で
の
診
療
以
外

に
も
、
我
孫
子
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
副
院
長

を
勤
め
な
が
ら
自
転
車
で
往
診
に
行
く
と

い
う
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
る
。「
勤
務

医
時
代
は
外
科
医
と
し
て
大
き
な
手
術

を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
手
術
後

は
患
者
さ
ま
と
関
わ
る
機
会
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
に
自
分
の

中
で
違
和
感
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
患
者

さ
ま
を
最
後
ま
で
診
た
い
と
い
う
思
い
が

ず
っ
と
あ
り
ま
し
た
か
ら
。
今
は
と
て
も

充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
」。

　

院
長
が
理
想
と
す
る
診
療
所
。
そ
れ

は
『
会
員
制
の
よ
う
な
診
療
所
』
な
の

だ
と
い
う
。「
患
者
さ
ま
に
は
一
人
暮
ら

し
の
方
も
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
が

あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
私
や
ス
タ
ッ
フ
は

も
ち
ろ
ん
、
患
者
さ
ま
同
士
が
友
人
の
よ

う
に
会
話
を
楽
し
む
こ
と
で
元
気
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
。
一
人
ひ
と
り
が
顔
な
じ

み
の
会
員
制
の
よ
う
な
診
療
所
で
あ
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。
そ
う
し
た
診
療

所
で
あ
る
こ
と
は
、
患
者
さ
ま
が
積
極
的

に
診
察
を
受
け
た
い
と
思
う
環
境
を
提

供
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
そ
れ
が
病
気
の

早
期
発
見
に
も
繋
が
る
。「
現
在
は
医

療
費
も
少
し
高
く
な
り
、
病
院
に
行
く

の
を
遠
慮
す
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

患
者
さ
ま
が
気
軽
に
訪
れ
る
診
療
所
で

あ
る
こ
と
で
病
気
の
早
期
発
見
に
も
繋
が

り
ま
す
し
ね
」。

　

患
者
さ
ま
の
病
状
に
よ
っ
て
は
専
門
病

患
者
さ
ま
同
士
が
会
話
を
楽
し
み
、

元
気
を
与
え
ら
れ
る
診
療
所
。

強
固
な
医
療
連
携
で

最
適
な
医
療
を
提
供
す
る
。

患
者
さ
ま
が
気
軽
に

診
察
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る

診
療
所
で
あ
り
た
い
。

理
想
は
〝
赤
ひ
げ
先
生
〟

の
よ
う
に
、
患
者
さ
ま
を
、

ず
っ
と
診
つ
づ
け
る
こ
と
。

テ
ー
シ
ョ
ン
に
相
談
に
来
ら
れ
、
高
木
医

院
が
「
か
か
り
つ
け
医
」
と
し
て
紹
介
さ

れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。「
こ
れ
か
ら

も
馬
場
記
念
病
院
や
ペ
ガ
サ
ス
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

医
療
機
関
と
連
携
を
結
び
、
相
互
間
で

協
力
し
な
が
ら
患
者
さ
ま
の
要
望
に
応

え
ら
れ
る
、
不
安
の
無
い
医
療
を
提
供
し

て
い
き
た
い
で
す
」。
副
院
長
は
熱
く
語
っ

た
。

Pegasus Tsubasa  特集2

診療所

高木医院 
院長：高木雅矩
副院長：高木地孝
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問
入
浴
と
い
う
仕
事
を
自
分
の
天
職
に
し

た
い
、
と
思
い
ま
し
た
」。

　

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
入
浴
車
で

ご
利
用
者
の
ご
自
宅
へ
伺
い
、
簡
易
の
バ
ス

タ
ブ
を
ベッ
ド
サ
イ
ド
に
設
置
し
、
入
浴

を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
だ
。
訪
問
は
ス
タ
ッ

フ
３
名
で
伺
う
が
、
常
に
看
護
師
１
名

を
含
ん
で
い
る
の
で
、
ご
利
用
者
の
体
調

に
、
も
し
変
化
が
あ
っ
た
と
き
に
も
安
心

だ
。

　
一
人
の
ご
利
用
者
に
か
か
る
入
浴
時
間

は
40
分
ほ
ど
で
あ
る
が
、
人
工
呼
吸
器

を
装
着
し
て
い
る
ご
利
用
者
の
場
合
は
、

２
時
間
に
も
な
る
と
い
う
。

　

そ
う
し
た
時
間
の
な
か
で
、
同
社
は

入
浴
の
喜
び
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
こ
だ
わ
り
（
季
節
に
合
わ
せ

た
七
夕
や
ク
リ
ス
マ
ス
と
いっ
た
行
事
）
を

リトルバード株式会社
住所：大阪府岸和田市下松町 807-1-106
TEL：072-420-5545
代表取締役：伊庭直人
事業内容：訪問入浴サービス

持
っ
て
、
も
っ
と
も
っ
と
ご
利
用
者
に
喜
ん

で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て

そ
の
た
め
、
常
に
「
ど
う
す
れ
ば
、
も
っ

と
良
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
か
」
と
、

ス
タ
ッ
フ
全
員
が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
る

と
い
う
。
今
で
は
、
三
つ
の
事
業
所
が
そ

れ
ぞ
れ
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
個
性
を

出
し
合
い
、良
い
意
味
で
競
い
合
っ
て
い
る
。

　
「
ス
タ
ッ
フ
に
は
常
に
、
ご
利
用
者
に
提

供
す
る
１
回
１
回
の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
、

『
一
期
一
会
の
気
持
ち
で
対
応
す
る
よ
う

に
』
と
言
い
、
入
社
時
の
新
人
研
修
か

ら
始
め
て
、
段
階
的
な
教
育
指
導
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
も
っ
と
事

業
所
を
増
や
し
、
ま
だ
ま
だ
訪
問
入
浴

サ
ー
ビ
ス
を
知
ら
な
い
方
に
も
広
げ
て
い

き
た
い
。
そ
し
て
一
人
で
も
多
く
の
方
に
、

入
浴
の
喜
び
を
伝
え
た
い
」
と
伊
庭
氏
。

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
一
本
に
こ
だ
わ
り
続

け
る
、
同
社
な
ら
で
は
の
意
気
込
み
を
感

じ
た
。

現
在
は
、
岸
和
田
・
堺
・
和
歌
山
に
三
つ

の
事
業
所
を
持
ち
、
ペ
ガ
サ
ス
ケ
ア
プ
ラ

ン
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
地
域
の
医
療
機

関
・
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
か
ら
の
紹
介
で
ご
利
用
者
を
増
や

し
、
今
で
は
お
よ
そ
５
０
０
名
の
方
が
利

用
し
て
い
る
。

　
「
一
人
で
も
多
く
の
方
に
入
浴
の
喜
び

を
伝
え
た
い
」
と
語
る
の
は
、
代
表
取
締

役
の
伊
庭
（
い
ば
）
直
人
氏
。
伊
庭
氏

が
同
社
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、
25
歳
の
と

き
で
あ
る
。「
そ
れ
ま
で
勤
め
て
い
た
会

社
で
、
介
護
職
員
と
し
て
訪
問
入
浴
に

携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ご
利
用
者
の
な
か

に
、『
あ
り
が
と
う
、
気
持
ち
良
か
っ
た
』

と
、
手
を
合
わ
せ
て
拝
ん
で
く
だ
さ
る
方

が
い
ら
し
た
ん
で
す
。
そ
の
と
き
に
、
訪

　

高
齢
者
が
自
宅
で
暮
ら
す
、
ま
た
、

療
養
す
る
際
、
と
き
と
し
て
問
題
に
な
る

の
が
「
入
浴
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ご

本
人
が
ひ
と
り
で
入
る
の
は
不
安
。
か
と

い
っ
て
、
ご
家
族
が
手
伝
う
の
も
な
か
な

か
難
し
い
…
…
。
そ
う
し
た
方
々
に
「
訪

問
入
浴
」
専
門
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
の
が
、
リ
ト
ル
バ
ー
ド
株
式
会
社
だ
。

　

リ
ト
ル
バ
ー
ド
株
式
会
社
は
、
平
成
14

年
７
月
よ
り
営
業
を
開
始
し
、
今
年
で

９
年
目
に
な
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
約
70
名
。

三
つ
の
営
業
所
で
、

約
５
０
０
名
の
方
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
一
本
に

こ
だ
わ
り
続
け
る
。

ス
タ
ッ
フ
全
員
が

知
恵
を
出
し
合
い
、

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
。

携
の
強
固
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
、

診
療
所
が
も
つ
機
能
を
最
大
限
に
活
か
す

こ
と
が
で
き
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
な
ど
、
患
者
さ
ま
に
最
適
な
医

療
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
端
を
担
う
院
長
は
、

開
業
医
と
な
っ
て
ま
だ
一
年
、
現
在
38
歳

と
い
う
若
さ
で
あ
り
な
が
ら
、
地
域
医
療

に
大
き
く
貢
献
し
、
地
域
住
民
に
安
心

を
提
供
し
て
い
る
。

Pegasus Tsubasa  特集2

一
期
一
会
の
思
い
を
込
め
て
、
入
浴
と
い
う
限
ら
れ
た

時
間
の
な
か
で
、
最
高
の
入
浴
の
喜
び
を
提
供
す
る
。

事業所
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ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ―

導
入
な
ど
に
よ
る
看
護

師
教
育
は
、
認
定
看
護
師
の
誕
生
が
成
果
の

一
つ
と
し
て
、カ
タ
チ
に
な
って
表
れ
て
い
ま
す
。

認
定
看
護
師
と
は
、
日
本
看
護
協
会
が
認

定
す
る
特
定
分
野
を
専
門
に
し
た
、
看
護
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
、
馬
場
記
念
病
院
で
は
現

在
、
皮
膚・排
泄
ケ
ア
、
脳
卒
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョン
看
護
、
救
急
看
護
の
３
領
域
、
３
名
の

認
定
看
護
師
が
活
躍
し
、
現
在
１
名
の
看
護

師
が
資
格
取
得
に
向
け
教
育
を
受
け
て
い
ま

す
。
馬
場
記
念
病
院
で
は
、
看
護
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
と
し
て
専
門
分
野
で
の
実
践
を
深
く

極
め
、
活
躍
し
た
い
と
希
望
す
る
看
護
師
に

は
、
認
定
看
護
師
資
格
取
得
に
向
け
た
全
面

支
援
を
行
い
、
さ
ら
な
る
認
定
看
護
師
の
拡

大
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
看
護
師
一
人
ひ
と
り
が
、
主
体

的
に
能
力
を
高
め
る
教
育
環
境
を
し
っ
か
り

と
整
備
し
た
こ
と
で
、
看
護
師
と
い
う
専
門

職
業
人
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
責
任
あ
る

自
覚
と
主
体
的
な
発
達
を
促
進
。
そ
れ
が

看
護
部
全
体
と
し
て
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
繋

が
り
、
チ
ー
ム
医
療
の
一
員
と
し
て
、
そ
し
て

病
院
全
体
と
し
て
高
度
な
医
療
を
提
供
す
る

こ
と
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ
の
救
急

医
療
を
チ
ー
ム
と
し
て
支
え
る
た
め
に
は
高
度

で
専
門
的
な
技
術
・
知
識
を
持
っ
た
看
護
師

の
存
在
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
看
護
部
で
は
医

療
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
医
師
ら
と
協
働
し
、

患
者
さ
ま
に
良
質
な
医
療
が
提
供
で
き
る
よ

う
、
以
前
か
ら
看
護
師
教
育
に
力
を
入
れ
て

き
ま
し
た
が
、更
な
る
レ
ベル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

平
成
21
年
度
か
ら
ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー
を
活
用

し
た
目
標
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
馬
場

記
念
病
院
看
護
部
長
・
山
村
壽
美
子
を
中

心
に
独
自
の
看
護
師
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
高
度

な
看
護
師
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー
と
は
、
看
護
師
の
臨
床

実
践
に
必
要
な
能
力
を
段
階
的
に
示
し
た
も

の
で
す
。
馬
場
記
念
病
院
の
ク
リ
ニ
カ
ル
ラ

ダ
ー
は
、〈
レ
ベル
Ⅰ
～
Ⅳ
〉
に
分
け
て
示
し
て

お
り
、
看
護
師
一
人
ひ
と
り
は
、
年
度
初
め

に
自
分
自
身
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
レ
ベ
ル
＝
達
成
目

標
を
定
め
、
目
標
管
理
シ
ー
ト
に
盛
り
込
み

ま
す
。
そ
の
行
動
目
標
を
看
護
師
長
が
見
守

り
、
定
期
的
な
面
接
を
通
し
て
、
各
看
護
師

の
自
己
レ
ベ
ル
の
目
標
を
確
認
し
合
い
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。

　

ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ—

を
導
入
し
た
こ
と
で
、

各
看
護
師
が
主
体
的
な
学
び
で
よ
り
高
い
目

標
に
向
か
っ
て
自
己
研
鑽
を
積
む
な
ど
、
自

己
教
育
力
が
身
に
つ
き
ま
す
。
一
方
、
看
護

師
長
に
と
っ
て
も
、
組
織
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を

学
ぶ
良
い
機
会
。
看
護
部
全
体
が
一
つ
の
軸

線
上
に
お
い
て
、
強
固
な
信
頼
関
係
を
結
ぶ

と
と
も
に
、
専
門
知
識
・
技
術
の
蓄
積
、
協

力
体
制
の
確
立
、
さ
ら
な
る
高
み
を
め
ざ
す

組
織
の
活
性
化
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
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今
回
、『
つ
ば
さ
』
本
編
で
は
、
救
急
医

療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
お
け
る
各
診
療
科
の

医療が変わります。
ペガサスも変わります。
地域医療を取り巻く環境は、変わり続けています。
その変化を見つめて、ペガサスでは、馬場記念病院を中心に、
さまざまな取り組みを行っています。
その取り組みの目的や方向性、また、
皆さまにご理解いただきたい点をお伝えします。

最
良
の
看
護
を
提
供
す
る
た
め
に

ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ―

制
度
を
導
入
し
、

看
護
技
術
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

看
護
師
教
育
の
成
果
は
、認
定
看
護
師
の

誕
生
、
看
護
研
究
活
動
の
活
発
化
、

教
育
委
員
の
成
長
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

馬
場
記
念
病
院
の

高
度
医
療
を
支
え
る

看
護
部
と
し
て
の
取
り
組
み
。

看護部長

山村壽美子



例
え
ば
、
学
校
教
育
に
お
い
て
、

将
来
を
担
う
人
材
に
対
し
て
、
熱
い
情
熱
を
燃
や
す
一
民
間
人
が
、

「
私
」
の
思
い
か
ら
創
っ
た
教
育
機
関
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
、
社
会
に
と
って
真
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
な
ら
、

や
が
て
は
、「
公
」
と
し
て
社
会
に
位
置
づ
い
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
と
同
じ
こ
と
が
、「
医
療
」
に
も
い
え
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

起
点
が
「
私
」
で
あ
って
も
、

地
域
に
対
す
る
強
い
思
い
と
、
ま
ず
自
ら
が
や
る
と
い
う
行
動
力
が
あ
れ
ば
、

い
つ
か
理
解
者
や
支
援
者
が
現
れ
、

地
域
の
実
情
を
見
つ
め
た
、
真
の
「
公
」
と
し
て
、

地
域
に
不
可
欠
な
機
能
に
な
って
い
く
と
考
え
ま
す
。

私
た
ち
ペ
ガ
サ
ス
は
、
こ
れ
ま
で
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
、
常
に
市
民
の
視
線
に
立
ち
、

こ
の
地
域
に
必
要
な
「
医
療
」
を
見
つ
め
続
け
て
行
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
ひ
と
り
ペ
ガ
サ
ス
だ
け
で
「
公
」
に
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
私
た
ち
の
思
い
が
独
り
よ
が
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

皆
さ
ま
お
一
人
お
一
人
の
声
を
聞
き
、
そ
し
て
、
会
話
を
す
る
。

そ
の
会
話
の
総
和
を
、
カ
タ
チ
に
す
る
─
─
。

地
域
と
と
も
に
歩
む
ペ
ガ
サ
ス
で
あ
り
続
け
ま
す
。

社
会
医
療
法
人
ペ
ガ
サ
ス　

理
事
長　

馬
場
武
彦
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